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本検討会の目的
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• 令和７年度出水期にタイムラインを有効活用できるように、タイムライン
の概要や運用方法、留意点の確認を行う。

• 円滑な防災対応を行うため、読み合わせ訓練により関係機関の連携や公表
される情報、入手方法を確認し、出水時の協力体制の強化を図る。

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

D

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
更新

A

タイムライン運用方法の確認

出水期運用

出水対応を振り返り、
タイムラインの
改善点の抽出

今回

周知徹底・習熟
タイムラインラインの
周知徹底・習熟



目次

検討会の内容時間

１．開会の辞10：00～10：05
２．挨拶10：05～10：10
３．千代川水害タイムラインの説明

はじめに
タイムラインの目的・位置付け
タイムラインの構成・見方・活用
ポータルサイト
タイムラインの運用方法

10：10～10：40

４．千代川水害タイムラインの変更点
連携項目抽出版タイムラインの更新案
クイックスタートガイド

10：40～10：50

５．読み合わせ訓練（資料2、4、8）10：50～11：50
６．連絡事項

出水対応の記録のお願い
連絡先の更新・タイムラインの意見照会
今後の予定

11：50～11：55

７．総評11：55～12：00
閉会12:00

2



３．千代川水害タイムラインの説明
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はじめに
タイムラインに取り組む背景・目的
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• 災害が激甚化し、これまでに経験したことのないような被害が発生

• 首長も防災担当者も多くは初めての経験であり、災害への想像力を持つ
ことが難しい

• 大規模災害への対応は、用意周到な備えと臨機応変の対応が必要

タイムラインの有効活用により、先を見越した対応や関係機関の円滑な
連携を実現し、逃げ遅れゼロ・社会経済被害の最小化を目指す



はじめに
水防法改正によるタイムラインの位置付け
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• 水防法改正（H29.5公布、H29.6施行）により、県管理河川でも「減災対
策協議会」の設置が制度化。減災対策協議会ではタイムラインを作成し、
各構成員の防災計画等に位置付けが必要。

避難指示等発令



タイムラインの目的・位置付け
タイムラインとは
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• タイムラインは、「いつ」「誰が」「何を」の３つの要素を、防災に係わる機関が
連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応行動を取りまとめたもの。

タイムラインレベル０－１ ： 台風発生、3日後に台風が千代川流域に影響するおそれ
トリガー ： 早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】
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1
タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ タイムライン立ち上げの

ための情報収集
□ ◎ ◎

2
✉タイムラインの立ち上

げ・発信
□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受

3 情報収集 河川情報の収集 水位情報の確認 □ 収 収 収 発 収 収 収 収 収

4 気象・台風情報の収集 雨量情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

5
台風の規模・進路予想の
確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

6 台風説明会の実施、参加 □ ◎ 〇 〇 〇 〇
〇
受

〇 〇 〇

7 早期注意情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

8
気象台からの発表情報の
聞き取り確認

□ 発

9

交通情報の収集 交通情報の確認（HP）
（通行止め等の道路交通
情報、計画運休情報の収
集）

□ 収 発 収 収

項
目
No.

防災行動項目
防災情報

実施状況
チェック欄 避難対応

「いつ」

「誰が」

「何を」

千代川水害タイムライン【詳細版】



タイムラインの目的・位置付け
タイムラインの効果

• タイムラインを導入することで、以下の４つの効果がある。
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第2階層
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タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ タイムライン立ち上げの

ための情報収集
□ ◎ ◎

2
✉タイムラインの立ち上

げ・発信
□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受

3 情報収集 河川情報の収集 水位情報の確認 □ 収 収 収 発 収 収 収 収 収

4 気象・台風情報の収集 雨量情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

5
台風の規模・進路予想の
確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

6 台風説明会の実施、参加 □ ◎ 〇 〇 〇 〇
〇
受

〇 〇 〇

7 早期注意情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

8
気象台からの発表情報の
聞き取り確認

□ 発

項
目
No.

防災行動項目
防災情報

実施状況
チェック欄 避難対応

①災害対応の抜け、漏れ、落ちが
ないようにチェックが可能

②「先を見越した対応」が可能

③円滑な連絡・調整が可能

④スムーズな連携が可能

7

実施項目を時系列でリスト化

今後実施しなければならない
行動を時系列で事前に把握

多機関が連携する防災行動
や公表される情報を確認

タイムライン検討会を通じ
て関係者が協働することで、
相互理解が深まる



タイムラインの目的・位置付け
検討会の目的
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検討会を通じて関係者が協働する
ことで、円滑な連絡・調整を図る

• 検討会は、タイムラインを用いた円滑な出水対応を目的として、PDCAに
基づきタイムラインの運用方法の共有や、タイムラインのブラッシュアッ
プに向けた意見交換を実施

交通
機関

ライフ
ライン

行政
機関

報道

タイムライン検討会

・運用方法の共有
・意見交換

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

D

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
更新

A

【検討会の位置付け】

出水期前検討会

出水期後検討会



タイムラインの目的・位置付け
タイムライン作成の経緯
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令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和元年度

水害リスクの把握、防災行動項目の整理、
重点行動項目の具体化・細分化、
行動・連携主体の確認、役割分担の決定、
全体共有と課題確認

完成報告：令和元年度版千代川水害タイムライン

情報共有システムをポータルサイトに改良

੿
ਛ
਋
৑

୘
ਛ
਋
৑

研修会

発足式

検討会
R元年度 第 1 回

第 2 回
第 3 回
第 4 回

R2年度 第 5 回
第 6 回

R3年度 第 7 回
第 8 回

R4年度 第 9 回
第10回

R5年度 第11回
第12回

R6年度 第13回
第14回

R7年度 第15回

情報伝達訓練（1回/年）開始

情報共有システム完成

ポータルサイトの改良・スマホ版の作成
台風7号の被害や対応の報告

タイムライントリガーの見直し

今回

※ ポータルサイトについては後ほど説明



参考：タイムライン作成の経緯（作成期間）

10出典：千代川水害タイムライン 完成報告書より抜粋

• 千代川水害タイムラインは、平成30年7月豪雨を踏まえ、令和元年度に研修会、発足
式及び4回の検討会を実施し、作成された。

• 作成時には29機関が集まり、以下の6点を実施した。
①水害リスクの把握
②防災行動項目の整理
③重点行動項目の具体化・細分化

④行動・連携主体の確認
⑤役割分担の決定
⑥全体共有と課題確認



タイムラインの構成・見方・活用
防災行動項目について

関係機関（29機関）
千代川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインレベル０－１ ： 台風発生、3日後に台風が千代川流域に影響するおそれ
トリガー ： 早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）
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（行動手段・手順）
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1
タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ タイムライン立ち上げの

ための情報収集
□ ◎ ◎

2
✉タイムラインの立ち上

げ・発信
□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受

3 情報収集 河川情報の収集 水位情報の確認 □ 収 収 収 発 収 収 収 収 収

4 気象・台風情報の収集 雨量情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

5
台風の規模・進路予想の
確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

6 台風説明会の実施、参加 □ ◎ 〇 〇 〇 〇
〇
受

〇 〇 〇

7 早期注意情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

8
気象台からの発表情報の
聞き取り確認

□ 発

9

交通情報の収集 交通情報の確認（HP）
（通行止め等の道路交通
情報、計画運休情報の収
集）

□ 収 発 収 収

項
目
No.

防災行動項目
防災情報

実施状況
チェック欄 避難対応

◎：主体的に行動する機関
○：それを支援または協働する機関

情報収集・伝達について防災行動について

発：情報を発信する機関
収：情報を収集する機関
受：情報を受ける機関

• 千代川水害タイムラインは、連携対応の円滑化のために、各機関が防災行動
計画等に基づき実施する防災行動のうち、多機関で連携する防災行動を中心
に抜粋して分かりやすく取りまとめたもの。

多機関で連携する
防災行動を抽出 タイムラインタイムライン

災害対策要領

1.□□予防計画
2.△△対策計画
3.○○行動計画

職員対応マニュアル

1.□□予防計画
2.△△対策計画
3.○○行動計画

11

・・・・

抽出した防災行動を取りまとめ
多機関で連携する防災行動を
見える化



タイムラインの構成・見方・活用
避難対応（要配慮者）に関する連携フロー

12

警察 報道機関河川事務所
気象台

鳥取市
消防

洪水予報
（氾濫注意情報）

情報の収集
（水位情報、
気象情報）

避難所開設

避難所開設準備

高齢者等避難の発令

県土整備

県危機管理

避難誘導
の実施

避難情報
の報道トリピーメー

ル送信

ホットラインの実
施

No105～111

台風説明会

No147～148

No242～251

No199

避難誘導の実施
No237

No109

No196～198

No185～191

連絡調整

No273
No237 No273～276

• タイムラインを作成・運用することで、情報の流れを見える化し、円滑な
情報連携を目指している。



タイムラインの構成・見方・活用
タイムラインと各機関防災計画の整合について

13
計画の見直し

整合を図る

• タイムラインで整理されている防災行動項目や実施のタイミングは、各機関の防災
計画等に記載されている内容と整合を図る必要がある。

関係機関（29機関）
千代川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインレベル０－１ ： 台風発生、3日後に台風が千代川流域に影響するおそれ
トリガー ： 早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）
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（行動手段・手順）
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タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ タイムライン立ち上げの

ための情報収集
□ ◎ ◎

2
✉タイムラインの立ち上

げ・発信
□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受

3 情報収集 河川情報の収集 水位情報の確認 □ 収 収 収 発 収 収 収 収 収

4 気象・台風情報の収集 雨量情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

5
台風の規模・進路予想の
確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

6 台風説明会の実施、参加 □ ◎ 〇 〇 〇 〇
〇
受

〇 〇 〇

7 早期注意情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

8
気象台からの発表情報の
聞き取り確認

□ 発

9

交通情報の収集 交通情報の確認（HP）
（通行止め等の道路交通
情報、計画運休情報の収
集）

□ 収 発 収 収

項
目
No.

防災行動項目
防災情報

実施状況
チェック欄 避難対応

◎：主体的に行動する機関
○：それを支援または協働する機関

情報収集・伝達について防災行動について

発：情報を発信する機関
収：情報を収集する機関
受：情報を受ける機関

災害対策要領

1.□□予防計画
2.△△対策計画
3.○○行動計画

職員対応マニュアル

1.□□予防計画
2.△△対策計画
3.○○行動計画

・・・・

依頼事項
• 出水期にタイムラインを運用する中で、

各機関の防災計画等とタイムラインに
不整合があった場合は、事務局に報告
をお願いします（別途アナウンスしま
す。）

タイムラインタイムライン
多機関で連携する
防災行動を抽出

抽出した防災行動を取りまとめ
多機関で連携する防災行動を
見える化

職員対応マニュアル

1.□□予防計画
2.△△対策計画
3.○○行動計画



タイムラインの構成・見方・活用

14

• 千代川水害タイムラインは５つのツールから構成されている。
• ③概要版、④自機関早見版、⑤連携項目抽出版は②詳細版をベースに作成

（活用の仕方に応じて詳細版から防災行動項目を抽出）

タイムラインの運用について記載。① タイムライン運用方法

行動手段・手順（第 3 階層）までの詳細な対応が各
機関・部署毎に時系列に整理されており、他機関の
対応を確認しながら、自機関の対応をチェックする
際に活用する。

② タイムライン
【詳細版】

【詳細版】の対応項目を抜粋して、防災行動の役割
毎に整理されており、対応の全体像を確認する際に
活用する。

③タイムライン
【概要版】

【詳細版】に基づいた参加機関毎のタイムラインで、
自機関の防災行動項目を時系列で確認する際に活用
する。

④タイムライン
【自機関早見版】

【詳細版】に基づいて、多機関で特に共有すべき防
災行動項目が抽出されており、重要な連携項目を確
認する際に活用する。

⑤タイムライン
【連携項目抽出版】



タイムラインの構成・見方・活用
タイムラインの運用方法の活用

15

【目次】
・はじめに
・タイムライン立上げ・レベル移行・解除
・レベル情報の連絡と各機関からの情報共有
・メーリングリストによる連絡
・タイムラインポータルサイトによる情報共有
・出水対応の記録
・振り返りの実施

タイムラインの運用について記載① タイムライン運用方法

平常時からタイムラインの作成経緯や
タイムライン立上げ・レベル移行・解除
の基準等を把握する



タイムラインの構成・見方・活用
タイムライン【詳細版】の見方

16

行動手段・手順（第 3 階層）までの詳細な対応が各機関・部署毎
に時系列に整理されており、他機関の対応を確認しながら、自機関
の対応をチェックする際に活用する

② タイムライン【詳細版】

タイムラインレベル（いつ）
⇒ 防災情報の発表のタイミングと、防災行動を切り替える（レベル移行する）タイミングを関連付け

て定義（危険度や防災行動に準じて７段階に設定）

防災行動項目（何を）
⇒「行動種別」、「行動項目」（第1階層を細目化）、「行動手段・手順」（第2階層

に 対する具体的な手法）の３階層で構成

役割分担（誰が）
⇒ 関係機関の

連携を表示



タイムラインの構成・見方
タイムライン【詳細版】の見方（記号表記）

行動手段・手順（第 3 階層）までの詳細な対応が各機関・部署毎
に時系列に整理されており、他機関の対応を確認しながら、自機関
の対応をチェックする際に活用する

② タイムライン【詳細版】

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

第3階層
（行動手段・手順）

チ
ェ
ッ

ク
欄

開始時刻 終了時刻

鳥
取
地
方
気
象
台

鳥
取
県
 
県
土
整
備
部
　
河
川
課

鳥
取
県
土
整
備
事
務
所
　
計
画
調
査
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
　
河
川
管
理
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
殿
ダ
ム
管
理
支
所

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
防
災
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
道
路
管
理
一
課

鳥
取
県
　
危
機
管
理
局
 
危
機
管
理
政
策
課

鳥
取
市
 
危
機
管
理
部
 
危
機
管
理
課

N
H
K
 
鳥
取
放
送
局

日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
株
式
会
社
 

報
道
制
作
局

株
式
会
社
山
陰
放
送
　
鳥
取
支
局

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社

日
本
海
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
株
式
会
社

鳥
取

282
タイムラインの運用 タイムラインレベルの移

行
タイムラインレベル移行
のための情報収集

□ ◎ ◎

283
✉タイムラインレベルの

移行・発信
□ 〇 ◎

284
情報収集 河川情報の収集

水位情報の確認 □ 収 収 収
発
収

収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

285
水位予測・洪水予測の確
認（現状と水位変動の今
後の見込みを提供）

□ 収 収 発 収

実施状況
チェック欄 避難対応 報道

役割

防災情報

項
目
No.

防災行動項目

297 □通行止め情報の確認 □ 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収

298

交通情報の確認（HP）
（交通規制等の道路交通
情報、計画運休情報の収
集）

□ 収 収 収 収 収 収 発 収 発 収 収 収 収 収

交通情報の収集

◎：主体的に行動する機関

○：支援または協働する機関

発：情報を発信する機関

収：情報を自ら収集する機関

受：情報を受ける機関

• 各機関の役割を記号で表現

：メーリングリストで発信する情報
：関係機関HPリンク集で収集する情報

17

収



タイムラインの構成・見方
タイムライン【詳細版】の活用

18

行動手段・手順（第 3 階層）までの詳細な対応が各機関・部署毎
に時系列に整理されており、他機関の対応を確認しながら、自機関
の対応をチェックする際に活用する

② タイムライン【詳細版】

③防災行動の開始時刻と
終了時刻を記入

⑤タイムライン運用時に課題や
改善点等があれば記入

【凡例】
：主体的に行動する機関◎

：支援または協働する機関○

：情報を発信する機関発

：情報を自ら収集する機関収

：情報を受ける機関受

：メーリングリストで発信する情報

：関連機関HPリンク集で収集する情報

④対応が完了したらチェック ①自機関の対応を確認

②関連する他機関の行動を確認



タイムラインの構成・見方
タイムライン【概要版】の活用

【詳細版】の対応項目を抜粋して、防災行動の役割毎に整理されて
おり、対応の全体像を確認する際に活用する。③タイムライン【概要版】

①

防災情報 避難対応 報道・広報

タイムラインの立ち上げ・周知 河川・気象・台風・交通情報の収集 河川・気象・台風・交通情報の収集

河川・気象・台風・道路情報の発信 機関内防災体制の構築・他機関との体制構築 災害対策用資機材の確認

管理施設対応、連絡・体制の確認 気象・河川・避難・交通情報の報道

災害対策用資機材の確認

管理施設対応 点検・巡視

現場点検（管理施設）

災害対策用資機材の確認

タイムラインの立ち上げ・周知 河川・気象・台風・交通情報の収集 河川・気象・台風・交通情報の収集

河川・気象・台風・道路情報の発信 機関内防災体制の構築 災害対策用資機材の確認

他機関との体制構築 気象・河川・避難・交通情報の報道

リエゾンの準備

管理施設対応 管理施設対応、連絡・体制の確認

現場点検（管理施設） 災害対策用資機材の確認

災害対策用資機材の確認 水防団への注意喚起

防災備蓄品の確認 休校の判断

浸水対策・水防活動

タイムラインの立ち上げ・周知 河川・気象・台風・交通情報の収集 河川・気象・台風・交通・被災情報の収集

河川・気象・台風・道路・ダム情報の発信 避難情報の発令判断 災害対策用資機材の確認

指定河川洪水予報の実施 水防警報の実施 気象・河川・避難・交通情報の報道

機関内防災体制の構築・他機関との体制構築

災害対策本部の設置準備

管理施設対応 管理施設対応、連絡・体制の確認

現場点検（管理施設） 災害対策用資材の確認

災害対策用資機材の確認 水防団への注意喚起

要配慮者施設、医療施設、学校、施設利用者支援

0-1

・3日後に
台風が千
代川流域
に影響する
おそれ

・早期注意情報（警
報級の可能性）
【目安：3日後に影
響】

機関内防災体制の構築・他機関との体制構築・リエゾン
の準備

0-2

・2日後に
台風が千
代川流域
に影響する
おそれ

・早期注意情報（警
報級の可能性）
【目安：2日後に影
響】

機関内防災体制の構築・他機関との体制構築・リエゾン
の準備

・心構えを高
める

・降雨の開
始
・内水氾濫
発生の見
込み

・早期注意情報（警
報級の可能性）
【目安：1日後に影
響】）

機関内防災体制の構築・他機関との体制構築・リエゾン
の実施

1

-

-

-

TL
レベル

事象 優先トリガー
避難情報・
住民等の
行動

②トリガー

19

「防災情報」「避難対応」「報道」「大規模避難・救助」「社会基盤」の各役割の対応を
俯瞰的に把握し、対応の全体像を確認する。



20

【詳細版】に基づいた参加機関毎のタイムラインで、自機関の防災行
動項目を時系列で確認する際に活用する。④タイムライン【自機関早見版】

機関名： 気象庁 鳥取地方気象台

TL
0-1

TL
0-2

TL
1

TL
2

TL
3

TL
4

TL
5

タイムライン立ち上げのための情報収集 ◎：(国)河川 ◎ o o o o o o o

✉□タイムラインの立ち上げ・発信
発：(国)河川
受：上記機関以外の全機関 受 o o o o o o o 気象台が支援を行う。

タイムラインレベル移行のための情報収集 ◎：(国)河川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ o o o o o o o

✉□タイムラインレベルの移行判断・発信

発：(国)河川
◎：(国)河川
受：上記機関以外の全機関

受 〇 〇 〇 〇 〇 o o o o o o o

TL0-2：気象台が支援を
行う。
TL1以降：（国）河川管
理課：移行の判断実施

水位情報の収集・確認
発：(県)河川、(国)河川
発収：(国)河川
収：(国)河川以外の全機関

収 収 収 収 収 収 収 o o o o o o o

□内水氾濫の発生情報の確認

発収：(市)危管
受：(県)危管
収：上記機関以外の全機関

収 o o o o o o o
（市）下水道部から発
信。

水位動向、冠水等の確認（千代水出張所等）
発：(国)河川
収：上記機関以外の全機関 収 o o o o o o o

水位予測・洪水予測の確認（現状と水位変動の今後
の見込みを提供）

◎発：(国)河川
発：(国)河川
収：(県)河川、(県)計画、(国)殿ダム、(国)防
災、(県)危管、(市)危管、警察署

収 収 収 o o o o o o o

□堤防の決壊、氾濫発生状況の確認

発：(国)河川
受：(県)河川、(県)計画、(国)殿ダム、(国)防
災、(国)道管一、(県)危管、(市)危管、警本、警
察署、陸自、消防、(国)道管二
収：報道、中電配電、中電変電、ガス、NTT、
JR、日交、日ノ丸

受 o o o o o o o
※報道
→報道全機関を含む

緊急速報メール（レベル５プッシュ型）配信の確認
発：(国)河川、(市)危管
収：上記機関と(国)防災以外の全機関 収 o o o o o o o

備考欄

タイムラインの
運用

タイムラインの
立ち上げ

タイムラインレ
ベルの移行

情報収集 河川情報の収集

TL
1

TL
2

TL
3

TL
4

TL
5

項目実施チェック欄
（ を記入）TL

0-2
第1階層

（行動種別）
第2階層

（行動項目）
第3階層

（行動手段・手順）
関係機関

TL
0-1

タイムラインの構成・見方・活用
タイムライン【自機関早見版】の見方

防災行動項目の各タイムラインレベルの自機関の役割を一覧で確認

自機関の防災行動のみを時系列で確認

関係機関を確認
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【詳細版】に基づいた参加機関毎のタイムラインで、自機関の防災行
動項目を時系列で確認する際に活用する。④タイムライン【自機関早見版】

機関名： 気象庁 鳥取地方気象台

TL
0-1

TL
0-2

TL
1

TL
2

TL
3

TL
4

TL
5

タイムライン立ち上げのための情報収集 ◎：(国)河川 ◎ o o o o o o o

✉□タイムラインの立ち上げ・発信
発：(国)河川
受：上記機関以外の全機関 受 o o o o o o o 気象台が支援を行う。

タイムラインレベル移行のための情報収集 ◎：(国)河川 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ o o o o o o o

✉□タイムラインレベルの移行判断・発信

発：(国)河川
◎：(国)河川
受：上記機関以外の全機関

受 〇 〇 〇 〇 〇 o o o o o o o

TL0-2：気象台が支援を
行う。
TL1以降：（国）河川管
理課：移行の判断実施

水位情報の収集・確認
発：(県)河川、(国)河川
発収：(国)河川
収：(国)河川以外の全機関

収 収 収 収 収 収 収 o o o o o o o

□内水氾濫の発生情報の確認

発収：(市)危管
受：(県)危管
収：上記機関以外の全機関

収 o o o o o o o
（市）下水道部から発
信。

水位動向、冠水等の確認（千代水出張所等）
発：(国)河川
収：上記機関以外の全機関 収 o o o o o o o

水位予測・洪水予測の確認（現状と水位変動の今後
の見込みを提供）

◎発：(国)河川
発：(国)河川
収：(県)河川、(県)計画、(国)殿ダム、(国)防
災、(県)危管、(市)危管、警察署

収 収 収 o o o o o o o

□堤防の決壊、氾濫発生状況の確認

発：(国)河川
受：(県)河川、(県)計画、(国)殿ダム、(国)防
災、(国)道管一、(県)危管、(市)危管、警本、警
察署、陸自、消防、(国)道管二
収：報道、中電配電、中電変電、ガス、NTT、
JR、日交、日ノ丸

受 o o o o o o o
※報道
→報道全機関を含む

緊急速報メール（レベル５プッシュ型）配信の確認
発：(国)河川、(市)危管
収：上記機関と(国)防災以外の全機関 収 o o o o o o o

備考欄

タイムラインの
運用

タイムラインの
立ち上げ

タイムラインレ
ベルの移行

情報収集 河川情報の収集

TL
1

TL
2

TL
3

TL
4

TL
5

項目実施チェック欄
（ を記入）TL

0-2
第1階層

（行動種別）
第2階層

（行動項目）
第3階層

（行動手段・手順）
関係機関

TL
0-1

タイムラインの構成・見方・活用
タイムライン【自機関早見版】の活用

①自機関の防災行動項目と
タイムラインレベル毎の役割を確認

③各タイムラインレベルの
対応状況に抜け漏れがないか確認

②各タイムラインレベルの
対応が完了したらチェック
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【詳細版】に基づいて、多機関で特に共有すべき防災行動項目が抽
出されており、重要な連携項目を確認する際に活用する。⑤タイムライン【連携項目抽出版】

タイムラインの構成・見方・活用
タイムライン【連携項目抽出版】の見方

確認・共有すべき行動項目
• 関係機関がトリガー情報をきっかけに、防災行動を実施する前の準備として参考となる防災行動
• 関係機関が防災行動を実施するトリガーとなる情報

行動詳細（確認・共有すべき行動項目のみ記載）
• 第３階層（行動手段・手順）の具体の行動を記載

◎：主体的に行動する機関

●：それを支援または協働する機関

←：機関間の情報の流れ
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【詳細版】に基づいて、多機関で特に共有すべき防災行動項目が抽
出されており、重要な連携項目を確認する際に活用する。⑤タイムライン【連携項目抽出版】

タイムラインの構成・見方・活用
タイムライン【連携項目抽出版】の活用

【凡例】
：主体的に行動する機関◎

：それを支援または協働する機関●
：機関間の情報の流れ←

①重要な連携項目を確認 ②主体的に行動する機関（◎）の場合は、
防災行動を実施（情報発信）する。
支援または協働する機関（●）の場合は、
情報収集・受信し、自機関の防災行動を実施する。

③対応が完了したらチェックする。



千代川水害タイムラインポータルサイト
ポータルサイトの目的

24

□アクセス先

https://www.

• 千代川水害タイムラインポータルサイトは、関係機関の情報収集の効率化のために
作成された。ポータルサイトには、PC版とスマホ版がある。



千代川水害タイムラインポータルサイト
マルチ画面

25

• 「マルチ画面」では、複数の情報を１度に確認することが可能。

※ 検討会時点では、気象庁の情報が表示できない状況でしたが、処置が完了し、
現在は閲覧可能となっています。

各タイムラインレベルで確認が必要な情報を表示 タブから表示する情報を変更することが可能

河川カメラ画像を表示
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• 「川の水位情報（外部サイト）」では、水位グラフやCCTVカメラの画像を確認で
きる。

千代川水害タイムラインポータルサイト
川の水位情報（外部サイト）
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• 「HPリンク集」から、各機関のHPページへアクセスが可能

千代川水害タイムラインポータルサイト
HPリンク集
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千代川水害タイムラインポータルサイト
【参考】 HPリンク集の変更点 項目を追加

（黄色ハイライト）



タイムラインの運用方法
事前準備

29

【準備１】
各種タイムラインの印刷物を準備し、出水対
応の全体像や自機関の防災行動を中心に確認

【準備２】
メールやポータルサイトを確認できるPC、スマホ、
タブレットを準備

＜PCの場合＞
①ポータルサイトをお気に入りバー等に登録

②デスクトップにポータルサイトのリンクを作成
＜スマホの場合＞

ホーム画面にリンクを作成

千代川水害タイムライン【詳細版】

タイムラインレベル０－１ ： 台風発生、3日後に台風が千代川流域に影響するおそれ
トリガー ： 早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

第3階層
（行動手段・手順）

チ
ェ
ッ

ク
欄

開始時刻 終了時刻

鳥
取
地
方
気
象
台

鳥
取
県
 
県
土
整
備
部
　
河
川
課

鳥
取
県
土
整
備
事
務
所
　
計
画
調
査
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
　
河
川
管
理
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
殿
ダ
ム
管
理
支
所

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
防
災
課

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
 
道
路
管
理
一
課

鳥
取
県
　
危
機
管
理
局
 
危
機
管
理
政
策
課

鳥
取
市
 
危
機
管
理
部
 
危
機
管
理
課

1
タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ タイムライン立ち上げの

ための情報収集
□ ◎ ◎

2
✉タイムラインの立ち上

げ・発信
□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受

3 情報収集 河川情報の収集 水位情報の確認 □ 収 収 収 発 収 収 収 収 収

4 気象・台風情報の収集 雨量情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

5
台風の規模・進路予想の
確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

6 台風説明会の実施、参加 □ ◎ 〇 〇 〇 〇
〇
受

〇 〇 〇

7 早期注意情報の確認 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収

8
気象台からの発表情報の
聞き取り確認

□ 発

9

交通情報の収集 交通情報の確認（HP）
（通行止め等の道路交通
情報、計画運休情報の収
集）

□ 収 発 収 収

項
目
No.

防災行動項目
防災情報

実施状況
チェック欄 避難対応

◎：主体的に行動する機関
○：それを支援または協働する機関

情報収集・伝達について防災行動について

発：情報を発信する機関
収：情報を収集する機関
受：情報を受ける機関

自機関の役割を分かりやす
くするため、自機関の列に
マークを付ける。

①

②

④

③

⑤

①タイムライン運用方法
②タイムライン【詳細版】
③タイムライン【概要版】
④タイムライン【自機関早見版】
⑤タイムライン【連携項目抽出版】

自機関の防災行動を中心に確認



タイムラインの運用方法
タイムラインの立上げ・レベル移行・解除

30

• タイムラインの立上げ・レベル移行・解除に関する通知は、メーリングリストで行
う。 メールの内容の確認が困難な機関は件名だけでも確認。

鳥取河川国道事務所 河川管理課差出
人

Cc

【千代川水害ＴＬ】（レベル０）【発動】件名

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡し
ます。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

■千代川水害TLレベル０－１（３日前準備）

主文：８月２３日（金）１４時００分に千代川水害タイム
ラインのレベルをレベル０－１とします。

理由：台風１０号が鳥取県付近を通過する恐れがあるため。
・
・

メール イメージ

※出水対応中はFAXの送信・受信は困難であるため実施しません。

タイムラインレベルはポータルサイト
からも確認可能

依頼事項
• 担当者やメールアドレスが変更と

なった場合は、鳥取河川国道
事務所まで連絡をお願いします。
（別途アナウンスします。）

【メーリングリストのアドレス】
sendaiTL2025@cgr.milt.go.jp



タイムラインの運用方法
タイムラインレベルと警戒レベルの関係性

31

• タイムラインレベルと警戒レベルの関係性の目安は下表のとおり。
ＴＬレベル5

警戒レベル5
相当

ＴＬレベル4

警戒レベル4
相当

ＴＬレベル3

警戒レベル3
相当

ＴＬレベル2

警戒レベル2

ＴＬレベル1

警戒レベル1

ＴＬレベル0-2
（2日前準備）

ー

ＴＬレベル0-1
（3日前準備）

ー

タイム
ライン
レベル

警戒
レベル

緊急対応避難（外水）早期避難（外水）避難（内水）地域調整機関調整内部調整目標

• 本川からの越水、堤
防の決壊

• 土砂災害発生

• 中小河川の氾濫によ
る浸水発生

• 中小河川の氾濫によ
る浸水発生のおそれ

• 内水氾濫発生のおそ
れ

• 降雨の開始
• 内水氾濫発生の見込

み

• 2日後に台風が千代
川流域に影響するお
それ

• 3日後に台風が千代
川流域に影響するお
それ

状況

• 本川からの越水
• 堤防の決壊

• 氾濫発生情報

• いずれかの水位観測
所で氾濫危険水位の
超過

• 氾濫危険情報

• いずれかの水位観測
所で避難判断水位の
超過

• 氾濫警戒情報

• いずれかの水位観測
所で水防団待機水位
または氾濫注意水位
の超過

• 氾濫注意情報

• 台風情報
• 翌日までの早期注意

情報（警報級（大
雨）の可能性）

• 台風情報
• 2日先までの早期注

意情報（警報級（大
雨）の可能性）

• 台風情報
• 3日先までの早期注

意情報（警報級（大
雨）の可能性）

レベル
移行の

トリガー
情報

• 洪水キキクル（災害
切迫）

• 大雨特別警報（浸水
害）

• 大雨特別警報（土砂
災害）

• 土砂キキクル（災害
切迫）

• 緊急安全確保

• 洪水キキクル（危
険）

• 土砂災害警戒情報
• 土砂キキクル（危

険）
• 避難指示

• 洪水キキクル（警
戒）

• 大雨警報（土砂災
害）

• 大雨警報（浸水害）
• 洪水警報
• 土砂キキクル（警

戒）
• 高齢者等避難

• 洪水キキクル（注
意）

• 洪水注意報
• 大雨注意報
• 土砂キキクル（注

意）

レベル移
行の判断
の目安と
なる情報

• 命の危険 直ちに安
全確保！

• 危険な場所から全員
避難

• 危険な場所から高齢
者等は避難

• 自らの避難行動を確
認

• 災害への心構えを高める住民等
の行動
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• タイムラインは、台風情報、早期注意情報（警報級の可能性）、河川水位状況及び
指定河川洪水予報を優先し、気象予警報を含め総合的に判断して、順次レベルが移
行（引き上げ、引き下げ）される。

総合的に判断

※ 行徳、袋河原、用瀬及び宮ノ下水位観測所のうち、
1箇所でも基準水位を超過した場合に移行する。

①

①

②
② 土砂災害や各種警報については、判断材料

の１つとして収集する。

① 観測所の水位又は指定河川洪水予報を
優先し、タイムラインレベルを移行する。

【留意点】
「指定河川洪水予報」は河川水位の上昇見
通しに基づいて発表するため、タイムライ
ンレベルが１や２であっても、タイムライ
ンレベル４へ移行する場合がある。

タイムラインの運用方法
タイムライン立上げ・レベル移行・解除のトリガー



タイムラインの運用方法
タイムラインレベル移行時の留意事項
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• 「氾濫危険情報」は３時間以内に氾濫する可能性のある水位に達する見通しとなった場合、予
測に基づいて発表される場合がある（氾濫警戒情報の場合もある。）。

• そのため、タイムラインレベルが1や2であっても、一気に3や4へ移行する場合がある。
※ 水位予測は3時間先を対象に行うため、一気にレベル4へ移行しても、氾濫危険水位に

達しているわけではないため、先を見越した対応が可能になる。
※ 線状降水帯が発生した場合等、タイムラインレベル2や3から始まる可能性もある。

※概ね3時間以内に氾濫危険水位又は氾濫する
可能性のある水位に達する予測を追加
※氾濫警戒情報（警戒レベル３）の場合もあり

予測水位が氾濫する可能性がある水位（ﾚﾍﾞﾙ5相当）であれば、
1レベル低い氾濫危険情報（ﾚﾍﾞﾙ4相当）を発表

予測水位が氾濫危険水位（ﾚﾍﾞﾙ4相当）であれば、
1レベル低い氾濫危険情報（ﾚﾍﾞﾙ3相当）を発表

⇒タイムラインレベルが飛び越えて移行する場合、その間の行動項目の実施有無を確認してください



タイムラインの運用方法
平常時・運用時の各種タイムラインの活用方法

Point

★ 出水時は他機関との連携
を「千代川水害タイムラ
イン」で確認し、自機関
の 詳 細 な 行 動 ・ 実 施 手
順・体制は各機関の防災
マニュアル等を確認し対
応する必要があります。

各機関のマニュアル等の活用

防災
マニュアル

地域防災
計画

機関タイムライン

• 機関内で実施する項目の内容、
手順等の詳細を確認

平常時

事前対応

出水対応

作成経緯や運用方法の確認
タイムラインを活用した訓練
タイムラインの見直し・改善
担当者の引継ぎ、教育訓練等

タイムラインの全体像を確認
多機関連携ポイントの確認
機関内で実施する項目の確認

TL行動項目の実施
• 多機関への情報発信
• 関連情報の収集・確認
• 先を見越した行動の確認
実施状況の確認・記録
機関内で実施する項目の実施

タイムラインの運用
• タイムラインの立ち上げ、

レベル移行の意思決定
• 参加機関への連絡

各機関の対応

事務局の対応

• 出水対応時は３つの資料とポータルサイト、各機関のマニュアル等を活用する。

★ 詳細版を各機関の対応を把握しながら自機関の行動
のチェックリストとして活用

運用方法

4つのタイムライン

Point

概要版

運用方法

詳細版

連携項目抽出版

詳細版

連携項目抽出版

自機関早見版

ポータルサイト

34



４．千代川水害タイムラインの変更点の説明
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①連携項目抽出版タイムライン
目的

36タイムライン【連携項目抽出版】

目的
これまで作成した「連携項目抽出版タイムライン」 、
【詳細版】に基づいて、多機関で特に共有すべき行動項目が抽出。

多機関連携のさらなる強化を目指して、
最新情報の反映や連携の流れの可視化(⇒)等について検討する。

第14回検討会資料より



①連携項目抽出版タイムライン
活用方法
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「連携項目抽出版タイムライン」の具体的な活用方法
タイムラインが発動されたら、各機関の災害対策本部等で、

当タイムラインをホワイトボードや壁面等に掲載し、
災害対応に活用（連携部分の見える化、重要事項の再確認等）

第14回検討会資料より



①連携項目抽出版タイムライン
重要項目の抽出方針

38

≪重要項目の抽出方針≫
各機関が保有している防災行動計画や最新の取組内容との整合性を図りつつ、災害時に

発生する状況を予想し、各機関が円滑に防災行動を実現するため、

「連携」・「周知・共有」をキーワードにとりまとめる。

①関係機関と「連携が必要な行動項目」を抽出【トリガーとなる情報】

関係機関間で連携が必要な行動項目（関係機関が節目となる防災行動を実施するキッ

カケになる行動項目）をとりまとめる。

②関係機関に「周知・共有しておくべき重要な行動項目」を抽出【心構えとなる情報】

関係機関がトリガー情報をきっかけに、節目となる防災行動をとる前の準備として、

参考となる他の機関の動き（防災行動）をとりまとめる。

第14回検討会資料より



①連携項目抽出版タイムライン
重要項目の抽出の具体例
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■重要項目の抽出の具体例

①関係機関と「連携が必要な行動項目」を抽出 【トリガーとなる情報】

関係機関間で連携が必要な行動項目（関係機関が節目となる防災行動を実施するキッカケになる行動項

目）をとりまとめる。

気象台が気象業務法に基づき発表する大雨警報などの情報や河川管理者が水防法に基づき発表する洪水

予報などの情報を中心に抽出する。

■具体例

・気象台の台風情報や大雨・洪水警報→タイムライン立ち上げ・移行（各機関行動開始）

・水防警報（待機・出動・指示）発表→水防団待機・出動・水防工法実施

・洪水予報（氾濫注意・避難判断・氾濫警戒・氾濫発生）

→避難情報の発令、交通機関の運休、ライフラインの復旧対応準備など

②関係機関等に「周知・共有しておくべき重要な行動項目」を抽出 【心構えとなる情報】

関係機関がトリガー情報をきっかけに、節目となる防災行動をとる前の準備として、参考となる他の機

関の動き（防災行動）をとりまとめる。

■具体例

・地域の安全確保のために各機関が行う施設点検に関する情報（河川巡視や道路パトロール等）

・円滑な防災活動のために各機関が行う防災体制に関する情報（災害対策本部の設置等）

第14回検討会資料より



①連携項目抽出版タイムライン
各機関への確認事項

第14回検討会資料より
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• 令和７年３月１１日に、事務局案について、鳥取県及び鳥取市と協議
• 協議で要確認となった事項や、他の関係機関の意見を反映予定



①連携項目抽出版タイムライン
各機関への確認事項一覧

41

内容確認先TLNo.
「災害対策用資機材の確認」を記載するか確認交通機関0-11
通行止め情報の発信先について確認鳥取県2～32
ホットラインの内容及び記載要否について確認鳥取県2～53
広域避難の記載要否について確認鳥取県・鳥取市34
住民向けの伝達方法について確認鳥取市4～55
気象庁が行うプッシュ型配信の有無について確認気象庁46
大雨警報等 必要情報の追加気象庁 等-7

依頼事項
• 上記の確認事項を含め、意見照会を行いますのでご協力お願いいたします。

（別途アナウンスします。）

• 「資料８」の連携項目抽出版タイムライン更新案に、各機関への確認事項を記載しています。



②クイックスタートガイド
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• タイムラインの確実な運用・活用のために、異動後間もない担当者が、各種タイムラインの活
用方法、タイムラインレベルの意味合い、情報収集の方法等を理解できるように作成したもの。

• 千代川水害タイムラインの５つのツール、タイムラインを活用した出水対応の流れをA3両面１
枚に集約し、異動時に引継ぎにも活用できる。

タイムライン最新版の掲載場所

クイックスタートガイドの趣旨

５つのツールの説明

タイムライン作成経緯



②クイックスタートガイド
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ポータルサイトのアクセス先

運用の流れの説明

タイムラインレベルの説明

ポータルサイトの説明



５．読み合わせ訓練

資料２ 読み合わせ訓練資料を参照
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６．連絡事項

45



連絡事項①：出水対応の記録のお願い
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• 出水期後に振り返りを実施するので、出水対応時の実施状況の記録をお願いいたし
ます。

A.「チェック欄」
• 行動項目に漏れがないよう、

実施した行動についてチェッ
クをつけて下さい。

B.「実施状況チェック欄」
• 防災行動の開始時刻と終了時

刻をご記下さい。
C.「行動項目追加（欄外）」
• タイムライン記載以外で実施

した行動を追記して下さい。
• 対応機関、実施開始時刻、終

了時刻もご記下さい。
D.「メモ欄」
• 課題や改善点等を記入する欄

としてご使用下さい。

B D
タイムライン【詳細版】



連絡事項②：連絡先の更新・タイムラインの意見照会
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① 担当者やメールアドレスが変更となった場合は、鳥取河川国道事務所まで連絡
をお願いします。

② 出水期にタイムラインを運用する中で、各機関の防災計画等とタイムラインに
不整合があった場合は、事務局に報告をお願いします。

③ タイムライン【連携項目抽出版】更新案の確認事項を含め、意見照会を行いま
すのでご協力お願いします。

• 出水期後のタイムライン検討会の前に、出水期の振り返りアンケートを実施予定
です。②③の内容をアンケート項目に含めて回答を依頼させていただきます。



連絡事項③：今後の予定

【内容】
• 千代川水害タイムラインの説明
• 千代川水害タイムラインの変更点の説明
• 読み合わせ訓練

R7年
６月１６日

第15回
検討会

（今回）

【内容】
• 千代川水害タイムライン各種、ポータルサイトの

活用
⇒出水対応と課題等の把握

R7年
6月～10月

出水対応
（出水期）

【内容】
• 関係機関へアンケート（意見照会）

⇒出水対応の課題、タイムラインの改善案など
⇒自機関の防災計画等とタイムラインの整合
⇒連携項目抽出版への意見

R7年
10月下旬～

11月上旬
出水期後

【内容】
• 出水対応の振り返り
• 出水対応の課題と改善に向けた意見交換

R7年
11月下旬
（予定）

第16回
検討会
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